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「ICT 活用家庭学習・授業連携シート」作成のポイント 

⑤家庭学習での取組データの活用方法を考える。

① をクリックすると、２ページ以降の詳細な説明(具体的

な活用方法、活用ソフト等)を見ることができます。 

リンクへのアクセス⇒左クリック

② は、授業展開を考える際の視点を示しています。

③ は、本研究で使用した活用ソフトとその効果を示してい

ます。 

①学習内容に応じて「本時のねらい」「本時の重点項目」を記述する。

②「本時のねらい」に合わせ「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の三つの観点から実現したい生徒の主な学びの姿を選択する。

③「本時のねらい」を達成するため、授業における学習活動に合わせた型を授業の目的別分類表から選択する。

⑥事後家庭学習の設定を行う。

① 

④授業展開に応じた家庭学習の内容を考え、家庭学習での型を家庭学習の目的別分類表から選択する。

② 

③

④

⑤ 

⑥ 

ねらいを達成するための授業での型を選択する。 どのようなツールを使って、取組データの共有をした
り、学習活動を指導したりするのかを記述する。 

授業で行う学習活動(授業での型)の準備ができる家
庭学習の型を選択する。 

どのようなツールを使って、家庭学習を設定・回収する
のか、分析・整理を行うのかを記述する。 

生徒が事前家庭学習と授業で学んだことを
振り返ることができる内容を設定する。 

どのようなツールを使って、家庭学習を設定・回
収するのか、分析・整理を行うのかを記述する。 

「主体的な学び」の観点から選択する。 「対話的な学び」の観点から選択する。 「深い学び」の観点から選択する。 

④ 

③・⑤

⑥ 

① 

② 

【記入例】 
１ 生徒の主な学習活動 

⇒予想される生徒の反応 

〇〇〇〇 
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実現したい生徒の主な学びの姿の選択について 

独立行政法人教職員支援機構の資料を基に作成

家庭学習の目的別分類表からの型の選択について 

レディネス型 思考アウトプット型 情報収集型 再構築型 

目
的

新しい学習に入る際に理解してお
くべき既習事項について、生徒自
身が理解状況を確認する。 

生徒がこれまでの学びの成果を自
覚する。 

新しく学習していく中で必要な情
報を収集する。 

事前家庭学習と授業での学びを整
理する。 

メ
リ
ッ
ト

指
導
者

生徒の取組データを事前に確認
し、生徒の理解状況を知ることで
授業において個々の生徒のつまず
きにアプローチすることができ
る。 

生徒の取組データから事前に生徒
の考えの傾向を分析・整理し、発
問や対話の設定を行うことができ
る。 

新しい学習に進むために必要な情
報収集を家庭学習に設定すること
で、生徒が授業の中で学習内容を
より深める場面設定ができる。 

生徒が学んだことを振り返り、考
えを再構築できる家庭学習を設定
し、クラウドで回収することで、
生徒の学びの定着や変容、本時の
目標が達成できたかを見取ること
ができる。 

生
徒

事前に既習事項を確認すること
で、授業で新しい知識を習得する
ための土台ができる。授業で補足
を行うことで新しい学習へ円滑に
進むことができる。 

事前に一人で自己の考えと向き合
い、授業前に自己の考えを選択・
記述することで、自身の変容を感
じられるようになる。 

新たな情報と向き合うことで自己
の考えや知識に根拠をもつことが
できる。 

事前家庭学習や授業での学びを振
り返ることにより、自己の学びを
自覚したり、再構築したりできる
ようになる。 

期
待
で
き
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
と
そ
の
と
き
の
生
徒
の
姿

●主体的な学び ●主体的な学び ●主体的な学び ●対話的な学び
・興味や関心を高める ・粘り強く取り組む ・興味や関心を高める ・互いの考えを比較する
・見通しをもつ ・振り返って次へつなげる ・見通しをもつ ・思考を表現に置き換える
・自分と結び付ける ・自分と結び付ける ・自分と結び付ける ・先哲の考え方を手掛かりとする 
・粘り強く取り組む ●深い学び ●対話的な学び ●深い学び
●対話的な学び ・思考して問い続ける ・多様な情報を収集する ・思考して問い続ける
・互いの考えを比較する ・知識・技能を活用する ・先哲の考え方を手掛かりとする 
●深い学び ・自分の考えを形成する ●深い学び
・知識・技能を活用する ・知識・技能を習得する

・自分の考えを形成する

本時のねらいを達成することにより実現し

たい生徒の学びの姿を選択します。 

授業での学習活動をするために必要な準備ができるよう、目的欄を確認し、型を選択します。もしくは、実現したい主な学びの姿から選択した観点か 
ら型を選択することもできます。選択した型の目的から学習内容に合わせた学習活動を設定し、連携シートの事前・事後家庭学習欄に記入します。 

授業の目的別分類表からの型の選択について 

既習事項確認型 取組データ活用型 資料活用型 再構築型 

目
的

生徒が新しい学習へ向かう土台づ
くりをする。 

生徒の意見や考えを授業展開に反
映させる。 

個別最適な学びを行う。 学びを振り返り整理する。

メ
リ
ッ
ト

指
導
者

指導者は、生徒の取組データを活
用し、新しい学習へ向かう土台づ
くりをすることにより、深い学び
につなげる。 

指導者は、生徒自身の考えや取組
データを授業の中で取り上げる場
面を作ることで、対話的な学びに
つなげる。 

指導者は、授業で使用した資料等
(家庭学習や授業で活用した資料
や協働で作成した取組データ)を、
全てデジタル教材としてクラウド
へ保存する。それを生徒が随時閲
覧できるようにすることで生徒の
主体的な学びにつなげる。 

指導者は、生徒が自己の考えや知
識・技能の再構築を行ったものと、
他者や過去の取組データ等と比較
ができるような場面設定を行うこ
とで、さらに深い学びにつなげる。 

生
徒

事前家庭学習において自身の理解
状況を確認し、授業で説明や補足
を受けることで、復習を行い、新し
い学習へ向かう土台づくりをする
ことができる。 

新しい発見をしたり自己の考えと
他者の考えを比較したりすること
で、自己の考えを再構築すること
ができる。 

自身の学びの状況に合わせて、何
度も確認したり、引用したりして
自己の考えの根拠として活用する
ことができる。 

再構築した自己の考えを他者や過
去の取組データ等と比較すること
ができ、自己の学びの変容に気付
くことができる。 

期
待
で
き
る
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
と
そ
の
と
き

の
生
徒
の
姿

●主体的な学び ●対話的な学び ●主体的な学び ●対話的な学び
・興味や関心を高める ・互いの考えを比較する ・振り返って次へつなげる ・互いの考えを比較する
・見通しをもつ ・思考を表現に置き換える ・粘り強く取り組む ・多様な手段で説明する
●対話的な学び ・協働して課題解決する ●対話的な学び ・思考を表現に置き換える
・協働して課題解決する ・共に考えを創り上げる ・互いの考えを比較する ●深い学び
●深い学び ●深い学び ・共に考えを創り上げる ・思考して問い続ける
・思考して問い続ける ・思考して問い続ける ●深い学び ・知識や技能を概念化する
・知識・技能を習得する ・自分の考えを形成する ・思考して問い続ける ・自分の考えを形成する
・知識や技能を概念化する ・自分の思いや考えと結び付ける ・知識・技能を活用する ・新たなものを創り上げる

本時のねらいを達成するための学習活動に合わせ、目的欄を確認し、型を選択します。もしくは、実現したい主な学びの姿から選択した観点から、型を
選択することもできます。選択した型の目的から学習内容に合わせた学習活動を設定し、連携シートの授業欄に記入します。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

興味や関心を高める 互いの考えを比較する 思考して問い続ける 

見通しをもつ 多様な情報を収集する 知識・技能を習得する 

自分と結び付ける 思考を表現に置き換える 知識・技能を活用する 

粘り強く取り組む 多様な手段で説明する 自分の思いや考えと結び付ける 

振り返って次へつなげる 先哲の考え方を手掛かりとする 知識や技能を概念化する 

共に考えを創り上げる 自分の考えを形成する 

協働して課題解決する 新たなものを創り上げる 
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 事前家庭学習の設定例について 

 生徒取組データの共有例について 

 

 

家庭学習の型の目的を達成できるよう設定します。 

授業において学習活動を行うための準備ができる問いを設定します。 

 

家庭学習の取組データを分析・整理し、授業で全体共有します。その後、生徒の理解状況に合わせて補足や説明を加えたり、生徒の考えを基に対話を行っ

たりする授業展開を設定します。そうすることで既習事項の知識の偏りをならし、新しい学習へ向かう土台づくりができたり、自己の考えをアウトプットし

たりしたものを他者と比較し、対話を経て結論を導きだせるようにします。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組データの活用例について 

共同編集を行う際は、そのデータをクラウドで共有し、生徒が対話を通して共同編集できる授業展開を考えます。生徒同士の意見や考えを視覚的に 

表すことで、対話をしながらまとめたり、理解したりすることができます。 

 事後家庭学習の設定例について 

事後家庭学習では、事前家庭学習と授業を受け、本時の目標を生徒が自分の言葉で記述できる内容を設定します。そうすることで、生徒が本時の 

目標を達成できたかを見取ることができます。また、クラウドを用いて回答・回収を行うことで、指導者は生徒の学習の状況を分析・整理し、次時の 

授業展開に反映させることができます。 




